
【冬将軍､居座る！】 1月21日から１週間以上､日本の上空に居座った強い寒波

【雪上は動物の足跡がいっぱい！】
　大雪の次の週末､2月14日は暖かくいい天気になり､｢動物のあしあと

さがしと雪上ハイク｣を無事に開催できました.3歳の幼児から70代まで

幅広い年齢の参加者33人が､雪多い久斗山で一日を楽しく過ごしました.

最初に冬の動物やかんじきの付け方を説明し､さっそくかんじきを装着､

まずは積雪が1ｍ近くあるｸﾞﾗｳﾝﾄﾞを歩き､そのまま町道へと出て､雪上の

動物の足跡を観察しました.たわんだ竹の葉を食べに出てきたシカの足跡

だらけです.1時間ほど野山を歩き廻り､昼前に公民館に帰ってきてお昼の

準備です.ﾒﾆｭｰはシカ肉の焼き肉丼と豚汁です.クシに刺したシカケバブの

差し入れもあり､ご飯が炊けるのが遅くて空腹の限界だったお腹に､お肉の

美味しさが染みわたりました.日差しが暖かく､少し春が感じられました.

【ご挨拶】

でした.本当に素晴らしかったです。大雪に見舞われた日本列島､今月は雪の話題ばかりですが､春はそこまで来ています。

を打ち立てました.獲得メダル数は22個(19日現在)となり､冬期の史上最多を記録しました。ﾃﾞｭｱﾙﾓｰｸﾞﾙなど､今回から新種目と

なった競技や各種ｽﾉﾎﾞｰなど､若いｱｽﾘｰﾄの超人的な演技が連日ﾃﾚﾋﾞで放映され､全国民が魅了されました.特に感動的だったのは

ﾌｨｷﾞｭｱｽｹｰﾄのペアで､ｼｮｰﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのミスで5位だったのが次の日のﾌﾘｰで最高得点を出して金メダルに輝いた｢りくりゅう｣のﾍﾟｱ

２月6日から22日までの期間､ｲﾀﾘｱのﾐﾗﾉ･ｺﾙﾃｨﾅで開催された2026冬期ｵﾘﾝﾋﾟｯｸでは､日本勢はめざましい活躍
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は日本海側に大雪をもたらしました.2月の節分､立春を過ぎて少し緩んだものの､８日の日曜日には

日中で数十㎝積るドカ雪を降らしました.積った雪は1ｍを超え､道路は連日の除雪作業のおかげで

車の通行は支障ないものの､路肩には高い雪の壁ができ､ﾛｰﾀﾘｰの除雪車で吹き飛ばしてもらいま

した.冬に雪が降るのは当たり前ですが､大雪は困ります.もうこのくらいで春になって欲しい.

ハリガネオチバタケ

路肩に雪が盛れ､ｼｮﾍﾞﾙｶｰではこれ以上持って行けなくなったので､ﾛｰﾀﾘｰ車で吹き飛ばす（令和8年1月26日）

シカ肉のロースを炭火で焼くシカ肉のケバブ



【大雪でも国政選挙】 【屋根からの落雪注意！】
 1月27日に公示､2月8日に  大雪になった今シーズン､屋根に

投票となった第51回衆議院 はまだ多くの雪が載っています.

議員選挙ですが､投票日当日 2月半ばから気温が上がり､暖かい

は大雪警報が発令され､朝は 日が続くようになって､雪も緩んで

40㎝の積雪があり､日中も きています.屋根からの落雪で､家の

雪が降り続きました.町内の 軒先に引き込んでいるテレビなどの

投票所の開始は1時間繰り下げられ､終了も繰り上げられました. 配線が切断したり､ずり落ちた雪が下にいた人に当たって怪我をする事故

当公民館の体育館に設けられた第9投票所は除雪が間に合わず､ が起きています.固く絞まった雪は重く､雪と一緒に瓦が落ちてくることも

人が通れる程度に雪かきがされていましたが､入口の戸は閉ざさ あるので､軒下を通る時は十分に気をつけてください。

れ､足の悪い人は来るのも困難な状態でした.結果は自民党が圧勝 【雪の中の罠猟､やっと獲物がかかる】
しましたが､雪国の投票率は３～4割減という異例の選挙でした. 　雪が積るとくくり罠での狩猟は難しく

【なぞの動物発見！？実は病気の狸】 なります.罠を雪で隠していても､雪が溶

　先月ごろから公民館周辺で けて罠が丸見えになっていることも度々

毛がほとんど無い謎の動物が あります.夜中､氷点下になると凍結して

目撃されています.その正体は バネが効かなくなります.その反面､動物

疥癬という皮膚病に罹ったタ の足跡は雪にしっかり残り､行動を推測

ヌキです.疥癬症はヒゼンダニ しやすくなります.2月13日､雪の中に罠

という皮膚に棲むダニが原因でおこる病気で､犬や猫､人間にも を4個仕掛けました。3日目の朝､小雨が

うつります.寒い冬に毛が抜け､普通なら衰弱して死ぬはずが落ち 降っていましたが罠を見回ると牝ジカが

た柿などを食べてかろうじて生きています.注意してください！ かかっていました。雪の利点をもう一つ､獲物の搬送にソリが使えます。

○令和８年 ３月の行事

「春を待つ山の生き物を探そう」（13:30～15:30　うわのふれあいの森倶楽部）

「上山高原の自然研修会(モニタリング報告会)」（13:30～16:00　上山高原エコミュージアム）

久斗山自然教室「早春の里山､早起き生き物さがし」（9:00～12:00　久斗山地区公民館）

新温泉町内小学校　卒業式

久斗山区　総会

☆久斗山地区公民館　【お問い合わせ・連絡先】　新温泉町久斗山628　山本一幸　（℡0796-85-0118）
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成虫で樹皮下などに越冬し

ている。背に黄色のハートが

ついている。


